
(57)【要約】

【解決手段】　本管２から分岐管３が分岐した分岐管路

１の分岐部４に本管２の内側から、フランジ部６と筒部

７と短筒部８とよりなる補修具５の前記短筒部８を分岐

管路１に嵌合すると共に、フランジ部６を本管２内面に

沿わせ、その状態で本管２内面に本管内張り材１２を張

り付けて内張りし、然る後前記補修具５の短筒部８をそ

の内側の本管内張り材１２と共に切削して、分岐部４を

閉塞した本管内張り材１２部分を除去する。

【効果】　分岐部を閉塞した本管の内張り材に穿孔する

際に、分岐部の内側に短筒部が突出しているために、内

張り材の内側に短筒部の形状が浮き出して分岐部の位置

を容易に認識することができる。また内張り材の内側か

ら短筒部の形状に沿って短筒部と共に切削することによ

り、確実に分岐部の内張り材に穿孔できると共に、予め

分岐管に内張りされている場合であっても、その分岐部

の内張り材が傷付く恐れはない。

【選択図】　　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
本 管 （ ２ ） か ら 分 岐 管 （ ３ ） が 分 岐 し た 分 岐 管 路 （ １ ） に お け る 、 当 該 分 岐 管 路 （ １ ） の
分 岐 部 （ ４ ） に 嵌 合 す る 補 修 具 （ ５ ） で あ っ て 、 本 管 （ ２ ） 内 面 に 当 接 す る フ ラ ン ジ 部 （
６ ） と 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 （ ６ ） の 外 面 側 に 接 合 さ れ て 分 岐 管 （ ３ ） 内 に 嵌 合 す る 筒 部 （ ７
） と 、 前 記 筒 部 （ ７ ） の 延 長 と し て フ ラ ン ジ 部 （ ６ ） と の 接 合 部 か ら 内 面 側 に 突 出 す る 短
筒 部 （ ８ ） と を 有 し 、 少 な く と も 前 記 短 筒 部 （ ８ ） が 切 削 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
分 岐 管 路 の 補 修 具
【 請 求 項 ２ 】
少 な く と も 前 記 短 筒 部 （ ８ ） が 易 切 削 性 の プ ラ ス チ ッ ク よ り な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ に 記 載 の 分 岐 管 路 の 補 修 具
【 請 求 項 ３ 】
本 管 （ ２ ） か ら 分 岐 管 （ ３ ） が 分 岐 し た 分 岐 管 路 （ １ ） に お け る 、 当 該 分 岐 管 路 （ １ ） の
分 岐 部 （ ４ ） か ら 前 記 分 岐 管 （ ３ ） に か け て を 補 修 す る 補 修 材 （ １ ４ ） で あ っ て 、 本 管 （
２ ） 内 面 に 当 接 す る フ ラ ン ジ 部 （ １ ５ ） と 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 （ １ ５ ） の 外 面 側 に 接 合 さ れ
て 分 岐 管 （ ３ ） を 内 張 り す る 分 岐 管 内 張 り 部 （ １ ６ ） と 、 当 該 分 岐 管 内 張 り 部 （ １ ６ ） の
延 長 と し て フ ラ ン ジ 部 （ １ ５ ） と の 接 合 部 か ら 内 面 側 に 突 出 す る 短 筒 部 （ １ ７ ） と を 有 し
、 少 な く と も 前 記 短 筒 部 （ １ ７ ） が 切 削 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 分 岐 管 路 の 補 修 材
【 請 求 項 ４ 】
少 な く と も 前 記 短 筒 部 （ １ ７ ） が 易 切 削 性 の プ ラ ス チ ッ ク よ り な る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 ３ に 記 載 の 分 岐 管 路 の 補 修 材
【 請 求 項 ５ 】
本 管 （ ２ ） か ら 分 岐 管 （ ３ ） が 分 岐 し た 分 岐 管 路 （ １ ） の 分 岐 部 （ ４ ） に 本 管 （ ２ ） の 内
側 か ら 、 請 求 項 １ に 記 載 の 補 修 具 （ ５ ） の 筒 部 （ ７ ） を 分 岐 管 （ ３ ） に 嵌 合 す る と 共 に 、
補 修 具 （ ５ ） の フ ラ ン ジ 部 （ ６ ） を 本 管 （ ２ ） 内 面 に 沿 わ せ 、 そ の 状 態 で 本 管 （ ２ ） 内 面
に 本 管 内 張 り 材 （ １ ２ ） を 張 り 付 け て 内 張 り し 、 然 る 後 前 記 補 修 具 （ ５ ） の 短 筒 部 （ ８ ）
を そ の 内 側 の 本 管 内 張 り 材 （ １ ２ ） と 共 に 切 削 す る こ と に よ り 、 分 岐 部 （ ４ ） を 閉 塞 し た
本 管 内 張 り 材 （ １ ２ ） 部 分 を 除 去 し て 分 岐 管 （ ３ ） を 本 管 （ ２ ） に 連 通 せ し め る こ と を 特
徴 と す る 、 分 岐 管 路 の 補 修 方 法
【 請 求 項 ６ 】
前 記 分 岐 管 （ ３ ） 内 面 を 内 張 り し た 後 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 、
分 岐 管 路 の 補 修 方 法
【 請 求 項 ７ 】
本 管 （ ２ ） か ら 分 岐 管 （ ３ ） が 分 岐 し た 分 岐 管 路 （ １ ） の 分 岐 部 （ ４ ） に 、 本 管 （ ２ ） の
内 側 か ら 請 求 項 ３ に 記 載 の 補 修 材 （ １ ４ ） の 分 岐 管 内 張 り 部 （ １ ６ ） を 分 岐 管 （ ３ ） に 挿
通 し 、 当 該 分 岐 管 内 張 り 部 （ １ ６ ） で 分 岐 管 （ ３ ） を 内 張 り す る と 共 に 、 補 修 材 （ １ ４ ）
の フ ラ ン ジ 部 （ １ ５ ） を 本 管 （ ２ ） 内 面 に 沿 わ せ 、 そ の 状 態 で 本 管 （ ２ ） 内 面 に 本 管 内 張
り 材 （ １ ２ ） を 張 り 付 け て 内 張 り し 、 然 る 後 前 記 補 修 材 （ １ ４ ） の 短 筒 部 （ １ ７ ） を そ の
内 側 の 本 管 内 張 り 材 （ １ ２ ） と 共 に 切 削 す る こ と に よ り 、 分 岐 部 （ ４ ） を 閉 塞 し た 本 管 内
張 り 材 （ １ ２ ） 部 分 を 除 去 し て 分 岐 管 （ ３ ） を 本 管 （ ２ ） に 連 通 せ し め る こ と を 特 徴 と す
る 、 分 岐 管 路 の 補 修 方 法
【 請 求 項 ８ 】
前 記 補 修 具 （ ５ ） 又 は 補 修 材 （ １ ４ ） の フ ラ ン ジ 部 （ ６ ， １ ５ ） の 内 面 と 前 記 本 管 内 張 り
材 （ １ ２ ） と の 間 に 膨 潤 ゴ ム 製 の パ ッ キ ン （ １ ８ ） を 挟 持 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
５ 、 ６ 又 は ７ に 記 載 の 分 岐 管 路 の 補 修 方 法
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス 導 管 、 水 道 管 、 下 水 道 管 、 電 力 線 や 通 信 線 な ど の 敷 設 管 路 な ど の 、 主 と
し て 地 中 に 埋 設 さ れ た 管 路 に お い て 、 本 管 か ら 分 岐 管 が 分 岐 し た 分 岐 管 路 を 補 修 す る た め
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の 補 修 具 及 び 補 修 材 並 び に 、 そ れ ら の 補 修 具 又 は 補 修 材 を 使 用 し た 補 修 方 法 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 前 述 の よ う な 分 岐 管 路 を 補 修 す る 場 合 、 本 管 と 分 岐 管 と を そ れ ぞ れ 内 張 り す る こ と
に よ り 補 修 す る の で あ る が 、 そ の 場 合 本 管 か ら 分 岐 管 が 分 岐 し た 分 岐 部 を ど の よ う に 補 修
す る か が 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 す な わ ち 分 岐 管 の 内 張 り は そ の 端 末 で あ る 分 岐 部 で 終 了 し 、 ま た 本 管 を 内 張 り す れ ば 分
岐 部 に お い て 分 岐 管 を 閉 塞 す る こ と に な る た め 、 本 管 と 分 岐 管 と の 連 通 を 確 保 す る た め に
分 岐 部 の 内 張 り に 穿 孔 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ う す る と 分 岐 部 に お い て は 、 本 管 と 分 岐 管 と を 接 続 し た 角 部 は 本 管 及 び 分 岐 管 の い ず
れ の 内 張 り も 切 断 端 末 と な り 、 そ こ か ら 管 と 内 張 り 材 と の 間 に 流 体 が 侵 入 し て 、 管 路 の 損
傷 部 か ら 漏 出 す る 恐 れ を 払 拭 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 様 な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ６ ８ ８ １ 号 公 報 に は 、 分 岐 管 を 内 張
り す る 筒 状 内 張 り 材 の 端 末 に フ ラ ン ジ を 形 成 し 、 当 該 フ ラ ン ジ を 本 管 の 内 側 か ら 分 岐 部 の
周 囲 の 本 管 内 面 に 当 接 し た 状 態 で 、 前 記 内 張 り 材 を 裏 返 し な が ら 分 岐 管 内 に 挿 通 し 、 分 岐
管 を 内 張 り す る 方 法 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら こ の 方 法 で 内 張 り す る 場 合 に は 、 前 記 フ ラ ン ジ を 分 岐 部 に 厳 密 に 一 致 さ せ
、 且 つ 分 岐 部 周 囲 の 本 管 内 面 に ぴ っ た り と 密 着 さ せ る 必 要 が あ る が 、 狭 い 管 路 内 に お け る
遠 隔 操 作 で 、 し か も 相 当 に 大 き な 内 張 り 材 に 接 続 さ れ た フ ラ ン ジ を 、 こ の よ う に 厳 密 に 且
つ ぴ っ た り と 当 接 さ せ る こ と は 困 難 で あ り 、 往 々 に し て フ ラ ン ジ が 本 管 内 面 か ら 浮 い た り
皺 が 生 じ た し て 、 そ こ か ら 流 体 が 漏 出 す る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 方 法 に よ っ て 分 岐 管 に 内 張 り し た 後 、 本 管 内 面 に 内 張 り 材 を 貼 り 付 け て 内 張 り す る
こ と に よ り 、 本 管 の 内 張 り 材 で 前 記 フ ラ ン ジ を 押 さ え て 流 体 の 漏 出 を 防 止 す る こ と は 可 能
で あ る が 、 こ の 場 合 に は 分 岐 部 に お い て 本 管 の 内 張 り 材 に 穿 孔 す る 必 要 が あ り 、 そ の 穿 孔
の 際 に 分 岐 管 の 内 張 り 材 や フ ラ ン ジ を 傷 付 け る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 先 に 本 管 内 面 を 内 張 り し 、 分 岐 部 の 内 張 り 材 に 穿 孔 し た 後 、 前 記 方 法 に よ り 分 岐 管 に 内
張 り す る 場 合 に は 、 穿 孔 時 に 分 岐 管 の 内 張 り 材 が 傷 付 く こ と は な い が 、 前 述 の よ う に フ ラ
ン ジ の 密 着 不 足 の 問 題 が 残 る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ６ ８ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は か か る 事 情 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 分 岐 管 に 内 張 り し た 後 本 管 に 内 張 り
す る 場 合 に お い て 、 本 管 の 内 張 り 材 に 穿 孔 す る 際 に 分 岐 管 の 内 張 り 材 が 傷 付 く こ と が な い
よ う に す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 而 し て 本 発 明 の 補 修 具 は 、 本 管 か ら 分 岐 管 が 分 岐 し た 分 岐 管 路 に お け る 、 当 該 分 岐 管 路
の 分 岐 部 に 嵌 合 す る 補 修 具 で あ っ て 、 本 管 内 面 に 当 接 す る フ ラ ン ジ 部 と 、 当 該 フ ラ ン ジ 部
の 外 面 側 に 接 合 さ れ て 分 岐 管 内 に 嵌 合 す る 筒 部 と 、 前 記 筒 部 の 延 長 と し て フ ラ ン ジ 部 と の
接 合 部 か ら 内 面 側 に 突 出 す る 短 筒 部 と を 有 し 、 少 な く と も 前 記 短 筒 部 が 切 削 可 能 で あ る こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 本 発 明 の 補 修 具 に お い て は 、 少 な く と も 前 記 短 筒 部 が 易 切 削
性 の プ ラ ス チ ッ ク よ り な る こ と が 好 ま し い 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 本 発 明 の 補 修 材 は 、 本 管 か ら 分 岐 管 が 分 岐 し た 分 岐 管 路 に お け る 、 当 該 分 岐 管 路 の
分 岐 部 か ら 前 記 分 岐 管 に か け て を 補 修 す る 補 修 材 で あ っ て 、 本 管 内 面 に 当 接 す る フ ラ ン ジ
部 と 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 の 外 面 側 に 接 合 さ れ て 分 岐 管 を 内 張 り す る 分 岐 管 内 張 り 部 と 、 当 該
分 岐 管 内 張 り 部 の 延 長 と し て フ ラ ン ジ 部 と の 接 合 部 か ら 内 面 側 に 突 出 す る 短 筒 部 と を 有 し
、 少 な く と も 前 記 短 筒 部 が 切 削 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。 本 発 明 の 補 修 材
に お い て も 、 少 な く と も 前 記 短 筒 部 が 易 切 削 性 の プ ラ ス チ ッ ク よ り な る も の で あ る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 本 発 明 に お け る 第 一 の 補 修 方 法 は 、 本 管 か ら 分 岐 管 が 分 岐 し た 分 岐 管 路 の 分 岐 部 に
本 管 の 内 側 か ら 、 前 述 の 補 修 具 の 筒 部 を 分 岐 管 に 嵌 合 す る と 共 に 、 補 修 具 の フ ラ ン ジ 部 を
本 管 内 面 に 沿 わ せ 、 そ の 状 態 で 本 管 内 面 に 本 管 内 張 り 材 を 張 り 付 け て 内 張 り し 、 然 る 後 前
記 補 修 具 の 短 筒 部 を そ の 内 側 の 本 管 内 張 り 材 と 共 に 切 削 す る こ と に よ り 、 分 岐 部 を 閉 塞 し
た 本 管 内 張 り 材 部 分 を 除 去 し て 分 岐 管 を 本 管 に 連 通 せ し め る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る
。 こ の 方 法 に お い て は 、 前 記 分 岐 管 内 面 を 内 張 り し た 後 に 前 記 補 修 方 法 を 行 う こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 第 二 の 補 修 方 法 は 、 本 管 か ら 分 岐 管 が 分 岐 し た 分 岐 管 路 の 分 岐 部 に 、 本 管 の 内 側 か
ら 前 述 の 補 修 材 の 分 岐 管 内 張 り 部 を 分 岐 管 に 挿 通 し 、 当 該 分 岐 管 内 張 り 部 で 分 岐 管 を 内 張
り す る と 共 に 、 補 修 材 の フ ラ ン ジ 部 を 本 管 内 面 に 沿 わ せ 、 そ の 状 態 で 本 管 内 面 に 本 管 内 張
り 材 を 張 り 付 け て 内 張 り し 、 然 る 後 前 記 補 修 材 の 短 筒 部 を そ の 内 側 の 本 管 内 張 り 材 と 共 に
切 削 す る こ と に よ り 、 分 岐 部 を 閉 塞 し た 本 管 内 張 り 材 部 分 を 除 去 し て 分 岐 管 を 本 管 に 連 通
せ し め る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た こ れ ら の 補 修 方 法 の 発 明 に お い て は 、 前 記 補 修 具 又 は 補 修 材 の フ ラ ン ジ 部 の 内 面 と
前 記 本 管 内 張 り 材 と の 間 に 、 膨 潤 ゴ ム 製 の パ ッ キ ン を 挟 持 す る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 分 岐 部 を 閉 塞 し た 本 管 の 内 張 り 材 に 穿 孔 す る 際 に 、 分 岐 部 の 内 側 に 補
修 具 又 は 補 修 材 の 短 筒 部 が 突 出 し て い る た め に 、 内 張 り 材 の 内 側 に 短 筒 部 の 形 状 が 浮 き 出
し て 分 岐 部 の 位 置 を 容 易 に 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 内 張 り 材 の 内 側 か ら 短 筒 部 の 形 状 に 沿 っ て 短 筒 部 と 共 に 切 削 す る こ と に よ り 、 分 岐
部 を 塞 い だ 内 張 り 材 を 切 除 し て 確 実 に 分 岐 部 の 内 張 り 材 に 穿 孔 で き る と 共 に 、 分 岐 管 を 内
張 り し た 内 張 り 材 が 傷 付 く 恐 れ は な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に よ り 内 張 り す る 分 岐
管 路 １ を 示 す も の で あ っ て 、 ２ は 当 該 分 岐 管 路 １ の 本 管 で あ り 、 ３ は そ の 本 管 ２ か ら 分 岐
部 ４ に お い て 分 岐 し た 分 岐 管 で あ る 。 而 し て 本 発 明 は 、 そ の 分 岐 管 路 １ に お け る 分 岐 部 ４
の 周 辺 を 補 修 す る 補 修 具 及 び 補 修 材 並 び に 補 修 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ は 前 記 分 岐 管 路 １ を 補 修 す る 本 発 明 の 補 修 具 ５ を 示 す も の で あ っ て 、 分 岐 管 路 １ の
本 管 ２ の 内 面 に 当 接 す る フ ラ ン ジ 部 ６ と 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 ６ の 外 面 側 に 接 合 さ れ て 分 岐 管
３ 内 に 嵌 合 す る 筒 部 ７ と 、 前 記 筒 部 ７ の 延 長 と し て 前 記 フ ラ ン ジ 部 ６ と の 接 合 部 か ら 内 面
側 に 突 出 す る 短 筒 部 ８ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 す な わ ち こ の 補 修 具 ５ は 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 ６ が 本 管 ２ の 内 面 に 沿 っ た 円 筒 面 に 形 成 さ れ
て お り 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 ６ を 本 管 ２ 内 面 に 当 接 し た 状 態 で 筒 部 ７ を 分 岐 管 ３ に 挿 入 し 、 分
岐 部 ４ に 嵌 合 さ れ る よ う に な っ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て こ の 補 修 具 ５ は 、 少 な く と も 短 筒 部 ８ は 切 削 可 能 な 材 料 よ り な っ て い る 。 か か る
材 料 と し て は 、 硬 質 の プ ラ ス チ ッ ク や 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 比 較 的 柔 ら か い 金 属 と す る こ
と が で き る が 、 塩 化 ビ ニ ル や ポ リ エ チ レ ン な ど の 易 切 削 性 の プ ラ ス チ ッ ク と す る の が 好 ま
し い 。 ま た 補 修 具 ５ 全 体 を 同 じ 材 料 で 製 作 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 図 ３ 乃 至 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 一 の 方 法 に よ り 、 補 修 具 ５ を 使 用 し て 分 岐 管 路 １ を 補
修 す る 工 程 を 示 す も の で あ っ て 、 図 ３ は 先 ず 本 発 明 の 方 法 を 実 施 す る に 先 立 っ て 、 分 岐 管
３ に 分 岐 管 内 張 り 材 ９ で 内 張 り し た 状 態 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 分 岐 管 内 張 り 材 ９ は 、 分 岐 管 ３ の 内 面 に 貼 り 付 け ら れ た 本 体 部 １ ０ の 端 末 に フ ラ ン ジ 部
１ １ が 形 成 さ れ て お り 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 １ １ が 分 岐 管 路 １ に お け る 分 岐 部 ４ の 周 囲 に 接 着
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お こ の 分 岐 管 ３ を 内 張 り す る 工 程 は 、 本 発 明 に お い て は 必 ず し も 必 須 で は な く 、 分 岐
管 ３ に 内 張 り が 施 さ れ て い な い 状 態 で 本 発 明 を 実 施 す る こ と も で き る が 、 以 下 の 説 明 で は
分 岐 管 ３ が 内 張 り さ れ て い る も の と し て 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 而 し て こ の 状 態 で 、 分 岐 管 路 １ の 分 岐 部 ４ に 前 記 本 発 明 の 補 修 具 ５ を 嵌 合 す る 。 す な わ
ち 本 管 ２ の 内 側 か ら 分 岐 管 ３ に 補 修 具 ５ の 筒 部 ７ を 挿 入 し 、 フ ラ ン ジ 部 ６ を 本 管 ２ に お け
る 分 岐 部 ４ の 周 囲 に 当 接 さ せ 、 補 修 具 ５ を 分 岐 管 路 １ に 接 着 す る 。 こ の 状 態 が 図 ４ に 示 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 い で 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 管 ２ の 全 体 に 亙 っ て 本 管 内 張 り 材 １ ２ を 挿 通 し 、 当 該 本 管
内 張 り 材 １ ２ に 内 圧 を 作 用 さ せ て 膨 ら ま せ 、 本 管 ２ の 内 面 に 貼 り 付 け て 内 張 り す る 。 こ の
と き 補 修 具 ５ の 短 筒 部 ８ は 、 前 述 の よ う に フ ラ ン ジ 部 ６ の 内 面 側 に 突 出 し て い る の で 、 本
管 内 張 り 材 １ ２ は 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 短 筒 部 ８ に 沿 っ て 内 方 に 押 し 出 さ れ 、 膨 出 部 １ ３
が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 状 態 で 本 管 ２ の 内 側 か ら 観 察 す る と 、 前 記 膨 出 部 １ ３ は 本 管 内 張 り 材 １ ２ の 内 面 に
お い て 顕 著 に 突 出 し て お り 、 穿 孔 装 置 に 付 属 す る テ レ ビ カ メ ラ な ど に よ り 、 分 岐 部 ４ の 位
置 を 容 易 に 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 本 管 ２ を 内 張 り し た 本 管 内 張 り 材 １ ２ が 十 分 に 硬 化 し た 後 、 適 宜 の 切 削 手 段 に よ
り 、 膨 出 部 １ ３ を 図 ５ に お け る 鎖 線 Ａ の よ う に 補 修 具 ５ の 短 筒 部 ８ と 共 に 切 削 す る と 、 膨
出 部 １ ３ は 分 岐 部 ４ の 位 置 で 本 管 内 張 り 材 １ ２ か ら 環 状 に 切 り 離 さ れ 、 分 岐 部 ４ を 閉 塞 し
て い た 本 管 内 張 り 材 １ ２ は 分 離 さ れ て 、 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 分 岐 部 ４ に 穿 孔 さ れ 、 分 岐
管 ３ は 本 管 ２ と 連 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 時 本 発 明 に よ れ ば 、 顕 著 に 突 出 し て い る 膨 出 部 １ ３ の 外 周 に 沿 っ て 切 削 す れ ば よ く
、 ま た 補 修 具 ５ の 短 筒 部 ８ を も 一 緒 に 切 削 す れ ば 良 い の で 、 穿 孔 位 置 を 厳 密 に 設 定 す る 必
要 が な い 。 ま た 多 少 切 削 し 過 ぎ た と し て も 、 本 来 切 削 可 能 な 短 筒 部 ８ を 切 削 す る だ け で あ
る の で 、 分 岐 管 ３ や 分 岐 管 内 張 り 材 ９ を 傷 付 け る 恐 れ が な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 図 ７ は 本 発 明 の 補 修 材 １ ４ を 示 す も の で あ っ て 、 分 岐 管 路 １ の 本 管 ２ の 内 面 に 当 接
す る フ ラ ン ジ 部 １ ５ と 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 １ ５ の 外 面 側 に 接 合 さ れ て 分 岐 管 ３ 内 に 内 張 り さ
れ る 分 岐 管 内 張 り 部 １ ６ と 、 前 記 分 岐 管 内 張 り 部 １ ６ の 延 長 と し て 前 記 フ ラ ン ジ 部 １ ５ と
の 接 合 部 か ら 内 面 側 に 突 出 す る 短 筒 部 １ ７ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 す な わ ち こ の 補 修 材 １ ４ は 、 前 記 フ ラ ン ジ 部 １ ５ が 本 管 ２ の 内 面 に 沿 っ た 円 筒 面 に 形 成
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さ れ て お り 、 当 該 フ ラ ン ジ 部 １ ５ を 本 管 ２ 内 面 に 当 接 し た 状 態 で 分 岐 管 内 張 り 部 １ ６ を 分
岐 管 ３ に 内 張 り さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て こ の 補 修 材 １ ４ は 、 少 な く と も 短 筒 部 １ ７ は 切 削 可 能 な 材 料 よ り な っ て い る 。 こ
の 短 筒 部 １ ７ は 、 後 に 内 張 り 材 ２ に 本 管 内 張 り 材 １ ２ で 内 張 り す る 際 に 、 本 管 内 張 り 材 １
２ の 押 圧 力 に よ っ て 押 し 潰 さ れ る こ と が な く 、 且 つ 切 削 可 能 な 程 度 の 剛 性 が 必 要 で あ り 、
か か る 材 料 と し て は 、 硬 質 の プ ラ ス チ ッ ク や 、 ア ル ミ ニ ウ ム な ど の 比 較 的 柔 ら か い 金 属 と
す る こ と が で き る が 、 塩 化 ビ ニ ル や ポ リ エ チ レ ン な ど の 易 切 削 性 の プ ラ ス チ ッ ク と す る の
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た フ ラ ン ジ 部 １ ５ は 短 筒 部 １ ７ と 同 じ 材 料 で 製 作 し て も よ い が 、 分 岐 管 内 張 り 部 １ ６
は 分 岐 管 ３ に 内 張 り さ れ る の で 、 容 易 に 内 張 り 作 業 を し 得 る 程 度 に 柔 軟 な 材 料 と す る の が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 図 ８ 乃 至 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 二 の 方 法 に よ り 、 補 修 材 １ ４ を 使 用 し て 分 岐 管 路 １
を 補 修 す る 工 程 を 示 す も の で あ っ て 、 図 ８ は 分 岐 管 ３ に 補 修 材 １ ４ の 分 岐 管 内 張 り 部 １ ６
で 内 張 り し た 状 態 を 示 す も の で あ る 。 す な わ ち 本 管 ２ の 内 側 か ら 分 岐 管 ３ に 補 修 材 １ ４ の
分 岐 管 内 張 り 部 １ ６ を 挿 通 し て 内 張 り す る と 共 に 、 フ ラ ン ジ 部 １ ５ を 本 管 ２ に お け る 分 岐
部 ４ の 周 囲 に 当 接 さ せ 、 接 着 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 い で 図 ９ に 示 す よ う に 、 本 管 ２ の 全 体 に 亙 っ て 本 管 内 張 り 材 １ ２ を 挿 通 し 、 当 該 本 管
内 張 り 材 １ ２ に 内 圧 を 作 用 さ せ て 膨 ら ま せ 、 本 管 ２ の 内 面 に 貼 り 付 け て 内 張 り す る 。 こ の
と き 補 修 材 １ ４ の 短 筒 部 １ ７ は 、 前 述 の よ う に フ ラ ン ジ 部 １ ５ の 内 面 側 に 突 出 し て い る の
で 、 本 管 内 張 り 材 １ ２ は 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 短 筒 部 １ ７ に 沿 っ て 内 方 に 押 し 出 さ れ 、 膨
出 部 １ ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 状 態 で 本 管 ２ の 内 側 か ら 観 察 す る と 、 前 記 膨 出 部 １ ３ は 本 管 内 張 り 材 １ ２ の 内 面 に
お い て 顕 著 に 突 出 し て お り 、 穿 孔 装 置 に 付 属 す る テ レ ビ カ メ ラ な ど に よ り 、 分 岐 部 ４ の 位
置 を 容 易 に 認 識 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 そ し て 本 管 ２ を 内 張 り し た 本 管 内 張 り 材 １ ２ が 十 分 に 硬 化 し た 後 、 適 宜 の 切 削 手 段 に よ
り 、 膨 出 部 １ ３ を 図 ９ に お け る 鎖 線 Ａ の よ う に 補 修 材 １ ４ の 短 筒 部 １ ７ と 共 に 切 削 す る と
、 膨 出 部 １ ３ は 分 岐 部 ４ の 位 置 で 本 管 内 張 り 材 １ ２ か ら 環 状 に 切 り 離 さ れ 、 分 岐 部 ４ を 閉
塞 し て い た 本 管 内 張 り 材 １ ２ は 分 離 さ れ て 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 分 岐 部 ４ に 穿 孔 さ れ
、 分 岐 管 ３ は 本 管 ２ と 連 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 顕 著 に 突 出 し て い る 膨 出 部 １ ３ の 外 周 に 沿 っ て 切 削 す れ ば よ く 、 ま た
補 修 材 １ ４ の 短 筒 部 １ ７ を も 一 緒 に 切 削 す れ ば 良 い の で 、 穿 孔 位 置 を 厳 密 に 設 定 す る 必 要
が な い 。 ま た 多 少 切 削 し 過 ぎ た と し て も 、 本 来 切 削 可 能 な 短 筒 部 １ ７ を 切 削 す る だ け で あ
る の で 、 分 岐 管 ３ や 分 岐 管 内 張 り 部 １ ６ を 傷 付 け る 恐 れ が な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 本 発 明 に お い て は 、 補 修 具 ５ 又 は 補 修 材 １ ４ の 短 筒 部 ８ 、 １ ７ の 先 端 を 図 １ １ に 示
す よ う に 刃 状 に 尖 ら せ る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り そ の 内 側 に 本 管 内 張 り 材 １ ２ を 貼 着 し
た と き 、 本 管 内 張 り 材 １ ２ の 内 側 に 幅 の 狭 い 膨 出 部 １ ３ が 顕 著 に 突 出 し 、 テ レ ビ カ メ ラ な
ど に よ る 視 認 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 本 発 明 の 方 法 に お い て は 、 本 管 内 張 り 材 １ ２ を 貼 着 す る と き に 、 図 １ ２ に 示 す よ う
に 、 補 修 具 ５ 又 は 補 修 材 １ ４ の フ ラ ン ジ 部 ６ 、 １ ５ と 本 管 内 張 り 材 １ ２ と の 間 に 、 膨 潤 ゴ
ム 製 の パ ッ キ ン １ ８ を 挟 持 す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 切 削 に よ り 生 じ た 本 管 内 張 り 材
１ ２ の 透 孔 縁 部 か ら 侵 入 し た 流 体 が 当 該 パ ッ キ ン １ ８ に よ り 遮 断 さ れ 、 流 体 の 漏 出 を 有 効
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に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ り 補 修 さ れ る 分 岐 管 路 の 中 央 縦 断 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 補 修 具 の 中 央 縦 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 一 の 方 法 の 実 施 に 先 立 っ て 、 分 岐 管 に 内 張 り を 施 し た 状 態 の 分 岐 管 路
の 主 要 部 の 中 央 縦 断 面 図
【 図 ４ 】 分 岐 部 に 補 修 具 を 嵌 合 し た 状 態 の 分 岐 管 路 の 主 要 部 の 中 央 縦 断 面 図
【 図 ５ 】 本 管 に 内 張 り を 施 し た 状 態 の 分 岐 管 路 の 主 要 部 の 中 央 縦 断 面 図
【 図 ６ 】 分 岐 部 を 穿 孔 し た 状 態 の 分 岐 管 路 の 主 要 部 の 中 央 縦 断 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 補 修 材 の 中 央 縦 断 面 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 二 の 方 法 に お い て 、 分 岐 管 に 補 修 材 の 分 岐 管 内 張 り 部 で 内 張 り し た 状
態 の 主 要 部 の 中 央 縦 断 面 図
【 図 ９ 】 本 管 に 内 張 り を 施 し た 状 態 の 分 岐 管 路 の 主 要 部 の 中 央 縦 断 面 図
【 図 １ ０ 】 分 岐 部 を 穿 孔 し た 状 態 の 分 岐 管 路 の 主 要 部 の 中 央 縦 断 面 図
【 図 １ １ 】 補 修 具 又 は 補 修 材 の 短 筒 部 の 他 の 例 を 示 す 中 央 縦 断 面 図
【 図 １ ２ 】 補 修 具 又 は 補 修 材 の フ ラ ン ジ 部 と 本 管 内 張 り 材 と の 間 に パ ッ キ ン を 挟 持 し た 状
態 の 中 央 縦 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 　 １ 　 分 岐 管 路
　 　 ２ 　 本 管
　 　 ３ 　 分 岐 管
　 　 ４ 　 分 岐 部
　 　 ５ 　 補 修 具
　 　 ６ 　 フ ラ ン ジ 部
　 　 ７ 　 筒 部
　 　 ８ 　 短 筒 部
　 　 ９ 　 分 岐 管 内 張 り 材
　 １ ０ 　 本 体 部
　 １ １ 　 フ ラ ン ジ 部
　 １ ２ 　 本 管 内 張 り 材
　 １ ４ 　 補 修 材
　 １ ５ 　 フ ラ ン ジ 部
　 １ ６ 　 分 岐 管 内 張 り 部
　 １ ７ 　 短 筒 部
　 １ ８ 　 パ ッ キ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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